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介
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１ 

序
章 

第
一
五
一
回
国
会
に
お
い
て
成
立
し
た
「
教
育
改
革
関
連
法
」
が
、
平
成
十
三
年
七
月
に
公
布
さ
れ
た
。

学
校
教
育
法
は
小
中
学
校
等
に
お
け
る
社
会
奉
仕
体
験
活
動
、
自
然
体
験
活
動
等
の
体
験
活
動
の
充
実
、

社
会
教
育
法
は
、
教
育
委
員
会
の
事
務
と
し
て
青
少
年
の
奉
仕
活
動
、
自
然
体
験
活
動
等
の
実
施
が
規
定

さ
れ
た
。
ま
た
、
学
校
教
育
で
は
小
中
学
校
が
平
成
十
四
年
度
か
ら
、
高
等
学
校
で
は
平
成
一
五
年
度
か

ら
新
学
習
指
導
要
領
が
実
施
さ
れ
、
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
と
は
、
教
科
の
枠
を
越
え
、
横
断
的
総
合
的
な
学
習
で
あ
り
、
内
容
は
、
環
境
、
福
祉
、
国
際
理

解
、
情
報
、
地
域
等
に
大
別
さ
れ
、
中
で
も
環
境
を
テ
ー
マ
し
て
い
る
学
校
が
多
い
。
ま
た
、
社
会
教
育

の
講
座
の
中
で
も
、
自
然
や
環
境
に
関
す
る
も
の
は
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
最
近
の
教
育
活
動
で

は
、
自
然
関
係
が
重
要
視
さ
れ
、
野
外
教
育
や
環
境
教
育
が
盛
ん
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
野
外
教
育
や
環

境
教
育
を
理
解
し
た
上
で
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
も
注
目
さ
れ
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
ネ
イ
チ
ャ

ー
ゲ
ー
ム
を
取
り
上
げ
る
。 

 

２ 

野
外
教
育
に
つ
い
て 

 

「
野
外
教
育
」
と
い
う
言
葉
は
、
野
外
教
育
の
父
と
呼
ば
れ
る
Ｌ･
Ｂ･

シ
ャ
ー
プ
が
一
九
四
六
年
ア
メ

リ
カ
の
論
文
の
中
で
使
わ
れ
た
の
が
最
初
で
あ
る
。
ま
た
、
全
米
保
健
・
体
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
の
冊
子
に
は
、「
野
外
教
育
と
は
野
外
で
の
学
習
を
言
う
の
で
あ
り
、
天
然
の
諸
資
源
及
び
野
外
と
い
う

場
で
見
出
さ
れ
る
生
活
の
場
と
直
接
結
び
つ
く
、
教
師
と
子
供
の
教
育
活
動
を
包
括
す
る
も
の
で
あ
る
」

と
あ
る
。
そ
し
て
、
最
も
普
及
し
て
い
る
の
が
、
Ｄ･

ド
ナ
ル
ソ
ン
の
「
野
外
に
お
け
る
（in

）
、
野
外
に

つ
い
て
の
（about

）
、
野
外
の
た
め
の
（for

）
教
育
」
で
あ
る
。
「
野
外
に
お
け
る
教
育
」
と
は
、
各
学

習
に
関
連
し
た
活
動
で
場
所
的
視
点
に
近
い
。
例
え
ば
、
学
校
の
教
科
で
野
外
を
フ
イ
ー
ル
ド
に
使
い
学

ぶ
こ
と
で
あ
る
。「
野
外
に
つ
い
て
の
教
育
」
と
は
、
自
然
に
親
し
む
、
自
然
を
学
び
理
解
す
る
、
自
然
を

守
る
、
と
い
っ
た
領
域
的
視
点
に
近
い
（
詳
細
は
後
述
）
。
「
野
外
の
た
め
の
教
育
」
と
は
、
野
外
で
の
知

識
、
技
術
、
態
度
の
身
に
付
け
る
こ
と
に
関
連
す
る
活
動
で
あ
り
、
目
的
的
視
点
に
近
い
。
例
え
ば
、
テ

ン
ト
設
営
、
野
外
炊
事
、
読
図
等
野
外
生
活
術
習
得
や
冒
険
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
人
と
の
信
頼
関
係
を
築
く

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
は
こ
こ
に
属
す
。 

野
外
教
育
の
特
徴
は
、
体
験
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
シ
ャ
ー
プ
が
強
く
影
響
を
受
け
た
Ｊ･

デ

ュ
ー
イ
の
い
う
「
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
学
ぶ
」
こ
と
で
あ
る
。
社
会
の
時
間
に
地
図
で
等
高
線
の
間
隔
が

短
い
ほ
ど
谷
、
長
い
ほ
ど
尾
根
と
習
う
の
は
知
識
で
あ
る
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
で
地
図
を
使
い
、
谷

や
尾
根
を
歩
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
当
の
地
上
角
度
、
地
形
、
所
要
時
間
、
歩
き
方
、
そ
し
て
疲
労
す

る
具
合
等
が
理
解
で
き
、
こ
の
よ
う
な
経
験
に
よ
り
さ
ら
に
ル
ー
ト
選
択
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
。 

 

３ 

環
境
教
育
に
つ
い
て 

 

第
二
次
大
戦
後
、
各
国
は
急
速
な
経
済
発
展
を
遂
げ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
環
境
破
壊
も
進
展

し
、
環
境
教
育
が
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
の
環
境
教
育
法
（
一
九
七
〇
）
や
ド

イ
ツ
の
環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
政
治
的
目
標
設
定
（
一
九
七
一
）
等
、
各
国
で
法
整
備
や
報
告
が
行
わ
れ
、

一
九
七
二
年
、
国
連
人
間
環
境
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
で
環
境
教
育
の
目
的
は
「
自
己
を
取
り



 

環
境
教
育
を
展
開
す
る
場
合
、
こ
の
「
親
し
む
↓
知
る

↓
守
る
」
の
順
に
展
開
し
て
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
基
本
で

あ
る
。
最
初
に
、
自
然
保
護
と
し
て
守
る
行
動
を
行
う
よ

り
、
自
然
に
充
分
親
し
み
、
自
然
の
良
さ
を
実
感
し
た
後

に
行
わ
な
け
れ
ば
、
そ
の
場
限
り
の
継
続
性
の
な
い
行
動

に
な
り
か
ね
な
い
。
ま
た
、
対
象
年
齢
を
考
え
た
場
合
も

「
親
し
む
↓
知
る
↓
守
る
」
と
い
う
順
は
発
達
段
階
に
相

関
す
る
。
幼
児
を
対
象
に
し
た
場
合
、
自
然
に
親
し
み
、

遊
び
な
が
ら
興
味
関
心
を
持
つ
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
重

点
を
置
く
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
親
し
む
↓
知
る
↓
守

る
」
と
い
う
流
れ
は
基
本
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
で
複
合
的
に
組
み
合
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
、
環
境
教
育
と
い
う
と
自
然
回
復
活
動
（
水
質
汚
濁
、
大
気
汚
染
、
ゴ
ミ
問
題
等
）
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
し
ま
う
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
「
自
然
を
守
る
活
動
」
で
あ
り
、
「
自
然
に
親
し
む
」

「
自
然
を
知
る
」
と
い
う
視
点
も
必
要
で
あ
る
（
自
然
の
家
職
員
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
事
を
認
識
し
て
プ

ロ
グ
ラ
ム
助
言
し
て
い
く
こ
と
が
一
つ
の
専
門
的
力
量
と
考
え
て
い
る
）
。
こ
の
「
自
然
に
親
し
む
」
活
動

と
し
て
、
最
近
、
特
に
注
目
さ
れ
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
紹
介
す
る
。 

ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
海
洋
生
物
学
者
レ
―
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
女
史
の
著
書
『
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン

ダ
ー
』
に
こ
ん
な
一
説
が
あ
る
。
「
多
く
の
親
は
、
熱
心
で
些
細
な
子
ど
も
の
好
奇
心
に
触
れ
る
た
び
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
生
き
も
の
た
ち
が
す
む
複
雑
な
自
然
界
に
つ
い
て
、
自
分
は
何
も
知
ら
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、

し
ば
し
ば
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。・
・
・
私
は
そ
こ
に
い
る
鳥
の
名
前
す
ら
し
ら
な
い

の
に
と
嘆
き
の
声
を
あ
げ
る
の
で
す
。
私
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
も
、
ど
の
よ
う
に
し
て
子
ど
も
を
教
育

す
れ
ば
い
い
か
頭
を
悩
ま
し
て
い
る
親
に
と
っ
て
も
、
知
る
こ
と
は
感
じ
る
こ
と
の
半
分
も
重
要
で
な
い

と
か
た
く
信
じ
て
い
ま
す
」
。 

 

４ 

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
に
つ
い
て 

1 関心 全環境とそれにかかわる問題にたいする関心と感受性を身に付けること

2 知識 全環境とそれにかかわる問題及び人間の環境に対する厳しい責任や使
命についての基本的な理解を身に付けること

3 態度 社会的価値や環境に対する強い感受性､環境の保護と改善に積極的に
参加する意欲などを身に付ける

4 技能 環境問題を解決するための技能を身に付けること

5 評価能力 環境状況の測定や教育のプログラムを生態学的・政治的・経済的・社会
的･美的、その他の教育的見地にたって評価できること

6 参加 環境問題を解決するための行動を確実にするために、環境問題に関す
る責任と事態の緊急性について認識を深めること

表１　ベオグラード憲章

参考：文部省（1995）「環境教育指導資料(事例編）」

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
は
、
野
外
ゲ
ー
ム
の
総
称
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
、
ジ
ョ
セ

巻
く
環
境
を
自
己
の
で
き
る
範
囲
内
で
管
理
し
、
規
制
す

る
行
動
を
、
一
歩
づ
つ
、
確
実
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

間
を
育
成
す
る
こ
と
に
あ
る
」
と
い
う
理
念
が
ま
と
め
ら

れ
た
。
そ
し
て
、
環
境
教
育
の
定
義
づ
け
と
し
て
つ
と
に

有
名
な
の
が
、
一
九
七
五
年
の
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
環
境
教
育

専
門
会
議
で
の
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
憲
章
で
あ
る
（
表
１
）
。
ベ

オ
グ
ラ
ー
ド
憲
章
の
６
つ
は
、
自
然
に
親
し
む
こ
と
（
関

心
）
、
自
然
を
知
る
こ
と
（
知
識
）
、
自
然
を
守
る
こ
と
（
態

度
・
技
能
・
評
価
能
力
・
参
加
）
の
３
つ
に
ま
と
め
ら
れ

る
。
こ
れ
は
、
Ｄ
・
ド
ナ
ル
ソ
ン
の
「
野
外
に
つ
い
て
の

教
育
」
に
該
当
し
、
環
境
教
育
は
野
外
教
育
の
一
つ
と
言

え
る
（
た
だ
し
、
両
者
の
関
係
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な

く
、
環
境
教
育
に
野
外
教
育
が
含
有
さ
れ
る
と
い
う
指
摘

も
あ
る
）
。 



 

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
特
徴
は
「
わ
か
ち
あ
い

（Sharing

）
」
を
大
切
す
る
点
で
す
。
指
導
員
は
教
え
る
よ

り
も
わ
か
ち
あ
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。「
動
物
あ
て
ゲ
ー

ム
」
は
当
て
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
手
段
と
見
な
し
ま

す
。
ゲ
ー
ム
の
最
後
に
は
、
み
な
で
感
じ
た
こ
と
や
気
づ
い

た
こ
と
を
話
し
た
り
聞
い
た
り
し
て
わ
か
ち
あ
う
こ
と
で
す

（
例
え
ば
、
様
々
な
動
物
が
同
じ
地
球
上
に
住
ん
で
い
る
事

を
あ
ら
た
め
て
感
じ
と
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
）
。
も
う
ひ

と
つ
の
特
徴
は
、「
フ
ロ
ー
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
と
い
う
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
法
で
す
。
こ
れ
は
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
目
的
で
あ

る
「
自
然
へ
の
気
づ
き
」
を
達
成
す
る
た
め
、
参
加
者
に
合

わ
せ
な
が
ら
四
つ
の
段
階
を
考
え
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
効
果
的
な
流
れ
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
表
２
は
樹
木
を

を
感
じ
心
と
体
で
直
接
自
然
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
と
自
分
が
一
体
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
す
べ
て
の
ゲ
ー
ム
は
内
容
に
よ
り
４
つ
に
分
け
ら
れ
、
第
一
段
階
・
遊

び
の
要
素
に
あ
ふ
れ
た
活
発
な
ゲ
ー
ム
（
カ
ワ
ウ
ソ
の
マ
ー
ク
）
、
第
二
段
階
・
感
受
性
を
高
め
注
意
を
集

中
す
る
ゲ
ー
ム
（
カ
ラ
ス
の
マ
ー
ク
）
、
第
三
段
階
・
自
然
と
の
一
体
感
を
感
じ
る
ゲ
ー
ム
（
ク
マ
の
マ
ー

ク
）
、
第
四
段
階
・
理
想
と
共
感
を
分
か
ち
合
う
ゲ
ー
ム
（
イ
ル
カ
の
マ
ー
ク
）
と
な
っ
て
い
る
。
カ
ッ
コ

は
そ
の
段
階
の
意
味
に
あ
っ
た
動
物
を
充
て
て
、
そ
の
段
階
の
属
す
る
ゲ
ー
ム
の
総
称
マ
ー
ク
と
し
て
呼

ん
で
い
る
。
そ
れ
で
は
、
第
一
段
階
（
カ
ワ
ウ
ソ
）
に
属
す
る
「
動
物
あ
て
ゲ
ー
ム
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

学
校
で
動
物
を
勉
強
す
る
場
合
、
ま
ず
名
前
が
き
て
そ
れ
か
ら
そ
の
動
物
の
説
明
と
い
う
流
れ
が
多
い
。

こ
の
ゲ
ー
ム
は
そ
れ
と
は
反
対
に
、
動
物
の
ヒ
ン
ト
を
聞
い
て
そ
れ
を
当
て
る
と
い
う
方
法
で
す
。
例
え

ば
「
１
私
は
空
を
と
び
ま
す
」「
２
私
の
足
の
指
は
、
前
向
き
に
２
本
、
後
ろ
向
き
に
２
本
つ
い
て
い
ま
す
」

「
３
私
は
長
い
舌
を
使
っ
て
木
の
中
に
い
る
虫
な
ど
を
食
べ
ま
す
」「
４
私
は
木
に
穴
を
あ
け
て
す
み
か
に

し
ま
す
」
と
ヒ
ン
ト
を
出
し
て
行
き
ま
す(

答
え
は
キ
ツ
ツ
キ)

。
正
解
は
わ
か
っ
て
も
口
に
出
さ
ず
、
鼻

に
人
差
し
指
を
あ
て
て
表
し
、
最
後
に
全
員
で
一
斉
に
答
え
を
言
い
ま
す
。
ま
た
、
他
の
方
法
も
あ
り
、

二
チ
ー
ム
に
別
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
動
物
の
ヒ
ン
ト
を
出
し
合
い
お
互
い
に
当
て
合
う
と
い
う
方
法
で
す
。

正
解
の
場
合
、
当
て
ら
れ
た
チ
ー
ム
は
逃
げ
、
当
て
た
チ
ー
ム
は
そ
れ
を
追
い
か
け
ま
す
（
写
真
）
。
「
動

物
あ
て
ゲ
ー
ム
」
は
第
一
段
階
の
ゲ
ー
ム
な
の
で
導
入
と
し
て
行
う
場
合
が
多
い
。
私
は
、
自
然
の
家
の

い
わ
ゆ
る
「
朝
の
つ
ど
い
」
で
、
旭
高
原
の
動
物
を
紹
介
す
る
方
法
と
し
て
「
動
物
あ
て
ゲ
ー
ム
」
に
鳴

声
を
加
え
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

動物あて（当てたチームが追いかけた瞬間） 
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
目
的
は
「
自
然
へ
の
気
づ
き
（N

ature Aw
areness

）
」
で
す
。
五
感
で
自
然

フ
コ
ー
ネ
ル
氏
が
一
九
七
九
年
に
発
表
し
た
、
五
感
を
使
っ
て
自
然
を
直
接
体
験
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
野

外
活
動
）
の
こ
と
で
あ
る
。
コ
ー
ネ
ル
氏
は
『
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
』
に
共
感
し
、
知
る
こ
と
よ

り
感
じ
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
。
著
作
で
あ
る
『Sharing  N

ature W
ith Children

』(

ネ
イ
チ
ャ

ー
ゲ
ー
ム) 
は
ア
メ
リ
カ
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
日
本
な
ど
、

現
在
十
四
ヶ
国
で
翻
訳
さ
れ
、
世
界
の
環
境
教
育
者
、
野
外
活
動
指
導
者
等
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

一
九
八
六
年
、
コ
ー
ネ
ル
氏
が
初
来
日
し
、
日
本
で
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
研
究
所
が
発
足
し
た
。
一
九
九

七
年
、
日
本
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
協
会
は
社
団
法
人
の
認
可
を
受
け
、
二
〇
〇
二
年
三
月
現
在
、
約
八
〇

〇
〇
人
の
公
認
指
導
員
が
活
躍
し
て
い
る
。 



テ
ー
マ
に
し
た
フ
ロ
ー
ラ
ー
ニ
ン
グ
例
で
す
。
ま
ず
、
第
一
段
階
の
「
木
の
葉

の
カ
ル
タ
と
り
」
で
、
体
を
活
発
に
動
か
し
心
も
ほ
ぐ
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

葉
の
形
や
肌
触
り
な
ど
を
知
り
ま
す
。
第
二
段
階
の
「
フ
イ
ー
ル
ド
ビ
ン
ゴ
」

で
、
木
の
葉
が
つ
い
て
い
る
樹
木
を
含
む
森
の
自
然
を
五
感
を
使
い
な
が
ら
感

じ
取
っ
て
も
ら
う
。
第
三
段
階
の
「
木
の
鼓
動
」
で
静
か
に
木
と
向
き
合
い
な

が
ら
人
と
同
じ
よ
う
に
木
に
命
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
と
る
。
第
四
段
階
の
「
森

の
設
計
図
」
で
、
今
ま
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
感
覚
を
生
か
し
な
が
ら
、
自

分
だ
け
の
理
想
の
森
を
設
計
し
て
も
ら
い
、
わ
か
ち
あ
う
の
で
す
。
こ
の
「
フ

ロ
ー
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
と
い
う
理
論
は
、
野
外
教
育
や
環
境
教
育
等
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
立
て
方
と
似
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
個
々
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
が
先
に
決
ま
り
、
そ
れ
を
積
み
上
げ
て
行
く
と
い
う
帰
納
的
視
点
で
は
な

く
、
ま
ず
テ
ー
マ
が
あ
り
、
そ
れ
に
合
う
よ
う
個
々
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
選

択
さ
れ
る
と
い
う
演
繹
的
視
点
で
す
。
コ
ー
ネ
ル
氏
は
、
北
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア

の
大
自
然
で
育
ち
、
大
学
院
で
自
然
認
識
学
（N

ature Aw
areness

）
を
専
攻
、

長
年
の
野
外
教
育
専
門
指
導
員
の
経
験
等
を
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
理
論
が
考
案
さ

れ
た
こ
と
は
自
然
の
流
れ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

段階 通称ﾏｰｸ 意   味 ゲーム例 ゲーム概要

第１ カワウソ 遊びの要素にあふれた活発なｹﾞｰﾑ 木の葉のカルタとり木の葉を使ったカルタとり

第２ カラス 感受性を高め注意を集中するｹﾞｰﾑ フィ-ルドビンゴ ビンゴ形式で木の実や芽等を探す

第３ クマ 自然との一体感を感じるｹﾞｰﾑ 木の鼓動 聴診器を使い木の中の音を感じ取る

第４ イルカ 理想と共感を分かち合うｹﾞｰﾑ 森の設計図 自分の森を想像しそれを描く

表２　樹木をテーマにしたフローラーニング

 

５ 

終
章 

 

環
境
教
育
は
、
自
然
を
回
復
す
る
た
め
や
自
然
を
守
る
活
動
と
考
え
る
人
が
、

野
外
教
育
関
係
者
の
中
に
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
大
切
な
の
は
自
然
へ
の

親
し
み
感
じ
る
活
動
で
あ
る
。
学
校
教
育
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
中

で
、
子
供
対
象
の
環
境
教
育
の
影
響
か
ら
か
こ
の
活
動
が
増
え
て
い
る
。
自
然

へ
の
親
し
み
感
じ
る
活
動
は
、
他
者
へ
の
気
づ
き
そ
し
て
自
己
へ
の
気
づ
き
に

つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を
、
埼
玉
大
学
の
阿
部
治
氏
を
始
め
、
多
く
の
研
究
者

も
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
気
づ
き
の
理
念
に
基
づ
い
て
い
る
の
が
ネ

イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。
私
は
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
理
念
が
、
す
べ
て
の

野
外
教
育
の
基
礎
的
資
格
に
な
り
う
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
学
校

教
育
、
社
会
教
育
、
野
外
教
育
、
環
境
教
育
等
に
関
わ
る
人
達
が
こ
れ
を
機
に

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
に
関
心
を
寄
せ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

（
愛
知
県
旭
高
原
少
年
自
然
の
家 

今
井 

隆
） 

 
<

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル> 

 

通
勤
中
に
鳥
や
植
物
の
撮
影
に
励
む
、
愛
知
県
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
協
会
理
事
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
キ
ャ
ン
プ
、
オ

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
等
の
資
格
を
取
り
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
で
も
活
動
。
日
本
野
外
教
育
学
会
、
日
本
社
会
教
育
学
会
に
参
加
、

元
・
市
教
育
委
員
会
青
少
年
課
職
員
。
本
当
の
研
究
課
題
は
社
会
教
育
学
で
、
特
に
「
社
会
教
育
主
事
の
任
用
と
専
門
性
」
。 

 

＊
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
は
、
社
団
法
人
日
本
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
協
会
が
普
及
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。 
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